










































































 参加者数 平均年齢 年齢幅 男:女 
Ｂ地区 16 75.9±5.9 65～89 ７:９ 
Ｃ地区 10 84.0±7.9 72～95 １:９ 
















































































































































































HDSR 教室前 25.0±2.9 23.3±5.7 25.8±3.6
教室後 26.3±3.7 23.7±6.0 26.5±3.5
MMSE 教室前 27.6±2.9 24.4±3.7 26.3±3.2
教室後 28.5±2.0 25.2±3.7 26.6±2.4
morale 教室前 12.5±4.1 12.6±3.7 12.3±3.2
教室後 12.8±3.4 12.1±4.0 10.3±3.9
SDS 教室前 31.8±9.5 31.4±10.4 34.3±7.0































































表４  一般的回想法とライフレヴューの分類 
 




   
理論的背景 心理社会的理論 精神分析理論 
   
役割 聞き手：援助的 
   洞察や再構成を促さない 
聞き手：共感的 
    受容する，評価する 
 話し手：苦痛は最小限にとどめる 
    痴呆性高齢者にも適用可能 
話し手：苦痛が伴う場合もある 
    主に健常高齢者に適用 
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